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宍戸 大裕
（ししど だいすけ）

映像作家。仙台市出身。これまでの主な監督作に
『犬と猫と人間と2　動物たちの大震災』（2013年
公開）、『風は生きよという』（2016年公開）、『道
草』（2019年公開）、『杳かなる』（2025年公開）が
ある。クマと人のかかわりを描く映画制作のため、東
京と岩手の２拠点生活を送る。
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電   話：080-2773-0181（砂子）
メール：m.cinemacradle@gmail.com（我妻）
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今回の映像サロンでは、宍戸大裕さんが制作し
たALS当事者の日常を紹介する4つの短編映像
を上映し、難病や人工呼吸器利用者の生活への
理解を深めます。宍戸さんが現在全国公開中の
新作長編ドキュメンタリー映画『杳かなる』
（ALS当事者の葛藤や当事者同士の心の繋が
り、周囲の人びととともに生に向かって歩む姿を
3年半に亘って記録した作品）の感想も合わせて
語り合える時間にしますので、是非ご参加くださ
い。

そして生きていく 
～難病ALS当事者　さまざまな暮らしの工夫～
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■注意事項▶発熱がある方、体調の優れない方はご来館をお控えください。▶やむを得ず、中止となる場合があります。ご了
承ください。▶最新情報は、ウェブサイト等でご確認いただくか、お問い合わせください。

〈主催〉 みやぎシネマクラドル、せんだいメディアテーク　〈協力〉 i-くさのねプロジェクト
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※新作『杳かなる』は5月16日（金）よりフォーラム仙
台にて公開されます。詳しくは作品の公式サイトをご
参照ください。 https://harukanaru.com/
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https://www.smt.jp/projects/cradle/
https://www.facebook.com/miyagi.cinemacradle

お問い合わせ先■
m.cinemacradle@gmail.com

みやぎシネマクラドルってどんな会？

当プロジェクトは、せんだいメディア
テークの事業「メディアスタディーズ」
の一環として実施されています。

みやぎシネマクラドルへのお問い合わせ・最新情報はこちらから

活動内容

みやぎシネマクラドルは、宮城県を主な拠
点に、映像を通して作り手と市民が繋がり
支え合うためのコミュニティとして2015年
4月に始まりました。地元にどんな作り手
がいてどんな活動をしているのか興味はあ
りませんか？
どなたでもお気軽にご参加ください。

代表の言葉

みやぎシネマクラドル代表　我妻 和樹

当会に所属する作り手たちは普段はそれぞれに活
動していますが、メーリングリストや交流会を通
して親睦を深めるほか、せんだいメディアテークの
市民協働事業「メディアスタディーズ」に参加し、
「映像サロン」というイベントを年に数回、不定
期で開催しています。
映像サロンの主な内容としては、①「あるテーマ
について、会員作品の上映を通して参加者が意見
を交わし、考えを深めるもの」と②「会員の制作
途上の作品について参加者が意見を出し合い、制
作者にフィードバックするもの」の2種類があり
ます。映像を通して参加者と対話し、ともに学び
合うための開かれた場を作るのが映像サロンの目
的です。

さまざまな立場の方が参加するみやぎシネマクラド
ルですが、当会の立ち上げの背景には、地元で映画
を制作している作り手がお互いの存在を知ること
で、支え合い切磋琢磨できる環境を宮城に作ること
ができないかという思いがありました。
立ち上げ以来のメンバーには、ドキュメンタリーを
中心に、劇場公開や映画祭での受賞の経験のある映
画監督、テレビで実績のあるディレクターなど、映
像の世界で活躍する作り手たちが参加しています。
活動を続ける中で、アニメーション作家や作曲家な
ど、メンバーも多彩になっていきました。
当会では、そうして活動する作り手たちと、その志
や活動を理解し応援してくれる市民が交流しなが
ら、映像を通して人の生き方や社会、そして表現の
あり方について考えるための場を作っています。また
「映画を作りたいけどどうしていいか分からない」
「映画を作っているけど作り手同士の交流がない」
「映画を作ったものの人に観てもらう機会が無い」
といった悩みを抱える人たちが、気軽に情報交換す
るためのコミュニティとしても機能しています。
「cradle」（クレイドル）は邦訳すると「ゆりか
ご」という意味です。このプロジェクトを通して地
元の作り手の活動を広くたくさんの人に伝えつつ、
同時に対話や交流を重ねることで次世代の作り手や
宮城の豊かな映像文化を育むことに貢献したい。
これが私たちみやぎシネマクラドルの目指すところ
です。


